
　　　　

2025 年 3 月 22 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

鏡開き・節分・バレンタイン（お菓子作り）・ひなまつり(制作）・お花見・ホワイトデー（お菓子作り）・子どもの日（制作・外食）・家族の日（調整・制作）・七夕パーティー・工場
見学・水族館・博物館・滝遊び（水遊び）・ハロウィン・秋の遠足・バナナ園・カラオケ大会・クリスマス会・餅つき・大掃除・陶芸体験・お寿司握り体験・月に1回のお誕生日会・季節
（つくし・タケノコ・レンコン等）皆で収穫した野菜を使って料理

家族支援

〇送迎の時などに情報共有等を行う。〇連絡ノート。〇必要に応じて面談や学校や関係
機関との話し合いを持ちます。〇ご家族の気持ちに寄り添い、家での様子、施設での様
子を共有し不安や困り事の相談援助を行い安心できるように支援に取り組む。

移行支援

〇学校・関係機関との連携を医療・福祉施設と情報交換や担当者会議を
行ってます。必要に応じて学校等に訪問してます。　　　　　　　　　〇
進学先・就職先の見学や体験へ同行し情報共有等を行う。

地域支援・地域連携

〇田川市郡障がい自立支援協議会の子ども部会・地域部会に所属し、他の事業所
や各市町村の方々と福祉の質の向上に向けて取り組んでいます。 職員の質の向上

〇毎日のミーティングによる情報共有。　　　　　　　　　　　　　　〇
研修会の参加。リモート研修
〇地域子ども部会等の研修

支　援　内　容

本
人
支
援

〇健康管理・毎日の体温チェック。毎日の様子を見て変わりがないか健康状態の把握と、ご家族と共有し必要な対応を行い安心して過ごす事が出きる様支援を行う。　　　　　　　　　〇
生活リズムやライフスタイル・ご家族の協力を得ながら睡眠の重要性・身だしなみ食事のマナー（好き嫌い・食べれる物を増やす）等の生活上のスキールを向上できる様に支援を行う。〇
生活スキル・自立した生活を安定して送るために、出来る事を増やし自信に繫がる様に支援に取り組む。

〇運動と脳トレ・月に1～2回トレーニングの先生と活動毎日の遊びやレクリエーションの中で体力作りや心と体のバランスが安定できる様にサポート致します。　　　　　　　　　　〇自
然体験と五感・見る聴く味わう嗅ぐ皮膚で感じる5つの感覚を活用し、遊びや学び調理など様々な体験を取り入れ、楽しみながら五感の大切さを学べる様に支援を行う。

〇認知機能強化・覚える写す見つける数える想像するバランス良く発達できる様にサポート致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇社
会面（対人スキル、コミュニケーション）学習面（読み書き）身体面の不器用さの改善に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇ルール
を学び活動を通して楽しく学び行動力を身に付け困難な部分も少しずつ出来ることが増える様に支援を行う。

〇集団生活の中でお友達との関わり遊びや学びを通して沢山の方と関わりを深め多くの言葉に触れ自分の思いを言葉や表現でしっかり伝えられる様に支援に取り組む。　　　　　　　〇会
話のキャッチボールが出来るよう（一方的な話ではなく）ボールを受け渡しながら落ち着いて順番を待ったり相手の出方や距離感を学べる様に支援を行う。

〇遊びを通してルールを理解し約束や決まり事を守り集団生活に楽しく参加する事が出きる様に支援を行う。〇買い物体験やイベント等を通してルールや社会性を学ぶ事が出きる。〇身だ
しなみや言葉の使い方、お友達との関わり方、お友達の気持ち（嬉しい、嫌だ）を考える力がつけられるようソーシャルスキルトレーニングなどを行う。〇自身の行動の特徴を理解すると
ともに、気持ちや情動のコントロール、調整が出来るよう支援を行う。〇人との距離感など分かりやすく絵を見ながら言葉や表現を使い皆で一緒に考えながら学ぶ。

法人（事業所）理念 一人ひとりの人権を守り、心豊かな笑顔あふれる社会生活を目指し、成長していけるように暖かい子育て支援に取り組みます。

支援方針

お子様の特性を理解し一人ひとりの成長に合わせコミュニケーションを図り遊び・学ぶ・物づくり（体験学習）を取り入れ、児童さんの気持ちに寄り添い保護者様と一緒に前向きに考え、
みんなが笑顔あふれるよう楽しく子育て支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 みらい倶楽部　放課後等デイサービス 支援プログラム（参考様式） 作成日


